
2
0
0
0
年
７
月
、
九
州
・
沖
縄
サ

ミ
ッ
ト
福
岡
蔵
相
会
合
の
キ
ッ
チ
ン
で

起
き
て
い
た
食
の
安
全
に
ま
つ
わ
る
ハ

プ
ニ
ン
グ
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

晩
餐
会
の
料
理
に
使
わ
れ
る
食
材
の

一
つ
が
、
い
ざ
調
理
と
い
う
前
の
〝
お

毒
味
〞
で
大
腸
菌
が
検
出
さ
れ
、
急
遽

メ
ニ
ュ
ー
か
ら
外
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。

そ
の
食
材
の
名
前
を
言
っ
て
し
ま
え

ば
産
地
名
は
す
ぐ
に
分
か
っ
て
し
ま
う

の
で
名
前
は
控
え
さ
せ
て
も
ら
う
。
で

も
産
地
の
名
誉
の
た
め
に
言
っ
て
お
く

が
、
大
腸
菌
が
検
出
さ
れ
た
の
は
、
食
材

そ
の
も
の
か
ら
で
は
な
く
、
保
湿
の
た
め

木
製
の
箱
の
内
部
に
敷
き
詰
め
ら
れ
た
紙

の
部
分
か
ら
だ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
知
ら

さ
れ
た
産
地
の
生
産
者
は
、
よ
も
や
保
湿

の
た
め
の
紙
か
ら
大
腸
菌
が
検
出
さ
れ
る

な
ん
て
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
は
ず
。
大

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。こ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
の
は
、

食
の
安
全
は
、
何
も
農
産
物
や
食
品
だ
け

で
な
く
、
そ
の
包
装
容
器
に
ま
で
チ
ェ
ッ

ク
が
及
ぶ
と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
た
か

っ
た
か
ら
だ
。
ど
う
し
て
保
湿
材
に
大
腸

菌
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
か
。
そ
の
原
因
は

何
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

た
だ
容
易
に
想
像
で
き
る
の
は
、
そ
の

農
産
物
を
圃
場
か
ら
採
取
し
て
包
装
容
器

に
詰
め
る
段
階
で
菌
が
付
着
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
ト
イ
レ
に
近

い
不
衛
生
な
と
こ
ろ
で
作
業
を
や
っ
て
い

た
か
、
作
業
に
従
事
し
て
い
た
人
が
ど
こ

か
で
菌
を
つ
け
て
き
て
、
そ
れ
を
移
し
た

か
の
い
ず
れ
か
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ

る
。こ

れ
は
余
談
だ
が
、
晩
餐
会
の
総
料
理

長
に
抜
粋
さ
れ
た
の
は
、
わ
が
国
を
代
表

す
る
フ
レ
ン
チ
（
フ
ラ
ン
ス
料
理
）
の
鉄

人
シ
ェ
フ
、
三
國
清
三
氏
だ
っ
た
。
北
海

道
増
毛
町
出
身
で
、
15
歳
で
料
理
人
を
志

し
、
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
、
東
京
・
帝

国
ホ
テ
ル
を
経
て
、
弱
冠
20
歳
で
在
ス
イ

ス
日
本
大
使
館
の
料
理
長
に
就
任
し
た
。

在
欧
中
に
、
天
才
料
理
人
と
い
わ
れ
る
フ

レ
デ
ィ
・
ジ
ラ
ル
デ
氏
ら
に
師
事
し
て
腕

を
磨
き
、
帰
国
後
の
1
9
8
5
年
に
は
、

東
京
・
四
谷
に
「
オ
テ
ル
・
ド
ゥ
・
ミ
ク
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【プロフィール】
1947年大阪市生まれ。早稲田大学大学院法学研究科中退。農
業や農協問題について規制緩和と国際化の視点からの論文を多
数執筆している。主な著書に、「農協が倒産する日」（東洋経済
新報社）、「穀物メジャー」（共著／家の光協会）、「東京をどう
する、日本をどうする」（通産省八幡和男氏と共著／講談社）、
「新食糧法で日本のお米はこう変わる」（東洋経済新報社）など
がある。大阪府米穀小売商業組合、「明日の米穀店を考える研
究会」各委員を歴任。会員制のFAX情報誌も発行している。

どもん　たけし

6
月
5
日
付
け
胆
江
日
日
新
聞
の
１
面
ト
ッ
プ

は
、
岩
手
の
J
A
岩
手
ふ
る
さ
と
農
協
が
「
念
願

の
累
積
赤
字
解
消
」
と
報
じ
た
。
こ
の
記
事
を
送

っ
て
く
れ
た
知
人
は
、
「
農
協
界
に
も
カ
ル
ロ

ス
・
ゴ
ー
ン
が
現
れ
た
よ
」
と
興
奮
気
味
だ
。
同

紙
は
、
こ
の
農
協
の
本
店
が
あ
る
水
沢
市
で
発
行

さ
れ
て
い
る
。

「
農
協
界
の
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
」
と
は
、
門

脇
功
組
合
長
の
こ
と
だ
。
徹
底
し
た
経
費
節
減
で

農
協
再
建
を
果
た
し
、
同
紙
も
「
J
A
岩
手
ふ
る

さ
と
は
03
年
単
年
度
決
算
で
単
年
度
黒
字
を
計

上
、
02
年
度
繰
越
欠
損
金
を
含
む
累
積
赤
字
を
解

消
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
合
併
時
（
1

9
9
8
年
）
か
ら
赤
字
解
消
策
を
進
め
て
き
て
お

り
、
役
員
報
酬
の
減
額
や
職
員
昇
給
率
の
抑
止
な

ど
徹
底
し
た
経
費
削
減
策
が
実
っ
た
。
02
年
度
決

算
で
の
繰
越
欠
損
金
の
圧
縮
が
黒
字
転
化
に
つ
な

が
っ
た
」
と
伝
え
て
い
る
。

門
脇
組
合
長
の
経
歴
が
実
に
ユ
ニ
ー
ク
だ
。
養

豚
経
営
で
大
失
敗
し
た
が
、
系
統
か
ら
の
餌
購

入
・
技
術
サ
ポ
ー
ト
の
ま
ず
さ
が
原
因
と
総
括
し

て
以
降
、
骨
の
髄
ま
で
系
統
に
対
す
る
恨
み
つ
ら

み
が
染
み
渡
り
、
そ
の
思
い
か
ら
組
合
長
就
任
以

来
、
な
る
べ
く
全
農
か
ら
モ
ノ
を
買
わ
な
い
、
モ

ノ
を
売
ら
な
い
、
近
付
け
な
い
の
「
3
な
い
」
運

動
を
経
営
方
針
に
掲
げ
た
。

例
え
ば
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
修
理
は
、
系
統
指

定
業
者
は
排
除
し
、
民
間
業
者
か
ら
も
見
積
も
り

を
と
り
、
全
農
と
商
系
を
同
列
線
上
で
競
わ
せ
る

よ
う
に
し
た
。
役
員
報
酬
も
限
界
ま
で
下
げ
て
い

る
。
今
の
組
合
長
の
報
酬
は
、
農
協
の
係
長
以
下
。

部
下
に
は
「
俺
よ
り
い
い
給
料
取
っ
て
ん
だ
か
ら
、

も
っ
と
考
え
て
か
ら
上
げ
て
こ
い
」
と
指
示
。
労

働
組
合
も
組
合
長
の
再
建
に
か
け
る
意
欲
に
賛
同
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ニ
」
を
開
店
。
現
在
は
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

10
店
を
展
開
す
る
、
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
の

〝
鉄
人
〞
で
も
あ
る
。

こ
の
〝
鉄
人
〞
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
食

中
毒
事
故
が
起
き
て
し
ま
っ
た
。
結
婚
披

露
宴
に
出
席
し
た
71
人
中
31
人
と
、
ブ
ラ

イ
ダ
ル
フ
ェ
ア
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
た
３
人

が
下
痢
や
吐
き
気
な
ど
の
症
状
を
訴
え
た

の
だ
。
保
健
所
の
検
査
で
は
、
貝
類
に
付

い
て
い
た
S
R
S
V
（
小
型
球
形
ウ
イ
ル

ス
）
が
事
故
の
原
因
と
さ
れ
た
。
サ
ミ
ッ

ト
で
は
事
前
チ
ェ
ッ
ク
で
食
中
毒
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
た
が
、
自
分
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
は
結
果
的
に
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
。

食
の
安
全
と
は
、
考
え
よ
う
に
よ
れ
ば
、

大
変
な
作
業
で
も
あ
る
の
だ
。

イ
ン
ト
ロ
が
少
々
長
く
な
っ
た
が
、
こ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
の
は
、
残
留

農
薬
の
み
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
わ

が
国
で
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
情
に

ち
ょ
っ
と
文
句
を
言
い
た
い
か
ら
だ
。

以
前
本
誌
で
も
書
い
た
こ
と
が
あ
る

が
、
欧
米
で
は
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
チ

ェ
ッ
ク
・
ポ
イ
ン
ト
は
、
残
留
農
薬
3
割
、

残
り
７
割
近
く
は
食
中
毒
を
起
こ
し
た
り

す
る
病
原
菌
対
策
に
ウ
エ
ィ
ト
が
置
か
れ

て
い
る
。

し
、
昨
年
の
冬
の
賞
与
は
「
0
・
2
2
ヶ
月
」
で

了
承
。
労
組
も
経
営
再
建
を
全
面
支
援
し
た
。

わ
が
知
人
曰
く
「
全
農
岩
手
県
本
部
か
ら
は
嫌

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
外
部
・
内
部
評

価
は
ま
さ
に
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
と
し
て
ヒ
ー
ロ

ー
扱
い
で
す
」
と
。

最
近
の
気
象
予
測
に
「
疑
義
あ
り
」
と
報
じ
た

の
は
、
雑
誌
「
選
択
」
6
月
号
の
「
こ
の
夏
が
冷

夏
か
否
か
、
ま
た
冬
が
暖
冬
か
否
か
は
長
期
予
報

で
知
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
的
中
率
は
近
年
な

か
な
か
悲
惨
な
の
で
あ
る
」
と
い
う
記
事
だ
。

と
り
わ
け
長
期
予
報
に
つ
い
て
気
象
庁
の
予
報

は
空
振
り
の
連
続
だ
っ
た
。
02
年
か
ら
の
長
期
予

報
の
当
否
を
見
て
み
る
と
、
02
年
は
「
夏
の
予
報

は
『
平
年
並
み
』
に
対
し
て
、
実
際
は
『
高
温
で

東
日
本
は
台
風
で
多
雨
、
西
日
本
は
少
雨
』、
冬

は
、
予
報
が
『
暖
冬
』
で
、
実
際
は
『
北
日
本
、

東
日
本
で
は
寒
く
、
西
日
本
で
は
暖
冬
』」
と
サ

ッ
パ
リ
だ
っ
た
。

03
年
は
、「
夏
の
予
報
が
『
平
年
並
み
』
に
対

し
、
実
際
は
『
低
温
、
寡
照
、
多
雨
』
と
な
り
、

1
9
9
3
年
以
来
の
大
冷
夏
に
襲
わ
れ
、
農
作
物

は
深
刻
な
被
害
を
受
け
た
。
し
か
も
集
中
豪
雨
の

被
害
が
日
本
各
地
で
発
生
し
た
か
と
思
う
と
、
9

月
に
は
す
さ
ま
じ
い
残
暑
で
、
全
国
で
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
が
開
花
す
る
珍
現
象
ま
で
起
こ
っ
た
」
と
い

う
厳
し
い
評
価
に
な
る
。

さ
ら
に
03
〜
04
年
の
冬
の
予
報
も
完
敗
だ
っ

た
。
予
報
は
、「
気
温
は
平
年
並
み
か
高
い
、
降

水
量
は
平
年
並
み
か
多
い
」
だ
っ
た
が
、
実
際
は

「
北
日
本
、
東
日
本
で
平
年
を
下
回
り
、
西
日
本

で
は
平
年
を
上
回
っ
た
」
の
で
あ
る
。
寒
候
期
予

報
は
、「
部
分
的
に
は
当
た
っ
て
い
る
」
と
開
き

直
れ
て
も
、
暖
候
期
予
報
は
見
事
に
外
れ
だ
。

さ
て
今
年
の
暖
候
期
予
報
。
気
象
庁
の
予
報
で

表　イオン農産物取引先様品質管理基準（イオンA-Q） 

ISO9001／HACCPの視点を有する管理体制構築を目指している。 

管理組織体制を明確にした組織図があり、職責が明確になっている（統括
責任者・衛生管理責任者・入出荷管理責任者・情報開示責任者・クレーム
対応責任者・教育担当者・内部監査員） 

規範達成や危害の発生を防止する以下の各種規定、マニュアル、手順書
が開発保持されている。 

商品（加工）仕様書 

管理工程図 

衛生管理計画一覧表 

衛生管理マニュアル（衛生標準作業手順書）・入出荷管理マニュアル・移
染・交差汚染・混入防止対策マニュアル・検査・分析マニュアル・クレーム
対応マニュアル 

監査マニュアル 

教育訓練マニュアル 

文書保管マニュアル 

情報・表示管理マニュアル 

衛生管理の責任者を決め「管理工程図」及び「衛生管理計画一覧表」を
まとめ活用している。 

「生鮮野菜生産高度衛生管理ガイド」等を参考に、入荷から出荷・配送に
至る「管理工程図」を作成しそれに基づく危害分析を実施、危害要因を特
定するとともに危害の発生要因とその防止措置を「衛生管理計画一覧表」
にまとめ活用している。 

人・組織 

作業者が守るべき衛生事項を文書化し、周知徹底する事を目指している。 

作業者が守るべき衛生事項を文書化し、教育指導を行うとともに、目に付く
場所に提示し、その事項の意識啓蒙を図っている。作業者は、年1回以上、
消化器系疾患についての健康診断又は検便を受けることを目指している。 

作業者は、年1回以上、消化器系疾患についての健康診断又は検便を受け
ることを指導している。 

人・組織 

人・組織に求める内容 

 衛生・危害管理  衛生・危害管理 

作業者の衛生管理 



実
は
日
本
で
も
、
そ
の
病
原
菌
対
策
に

こ
と
の
ほ
か
熱
心
な
の
は
、
ス
ー
パ
ー
大

手
の
イ
オ
ン
で
あ
る
。

２
０
０
１
年
秋
に
策
定
し
た
「
イ
オ
ン

農
産
物
取
引
先
様
品
質
管
理
基
準
」（
イ

オ
ン
A
‐
Q
）
は
、
ス
ー
パ
ー
業
界
一
厳

し
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
（
表
）。

ウ
ー
ン
、
こ
れ
は
相
当
厳
し
い
チ
ェ
ッ

ク
内
容
だ
。
こ
れ
を
忠
実
に
実
践
で
き
る

生
産
者
が
全
国
に
ど
れ
だ
け
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

イ
オ
ン
が
こ
の
イ
オ
ン
A
‐
Q
を
全
国

の
取
引
先
に
説
明
し
た
時
、
生
産
現
場
の

反
応
は
複
雑
だ
っ
た
。「
こ
れ
だ
け
厳
し

け
れ
ば
、
も
う
イ
オ
ン
に
出
荷
す
る
の
は

や
め
た
い
」
そ
ん
な
声
も
出
て
い
た
と
い

う
。ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
野
菜
な
ど
農
産
物

の
集
出
荷
場
で
は
、
I
S
O
や
H
A
C
C

P
に
対
応
し
た
施
設
に
作
り
替
え
つ
つ
あ

る
。筆

者
が
見
聞
き
し
た
中
で
は
、
ロ
ッ
テ

ル
ダ
ム
近
郊
の
ザ
・
グ
リ
ナ
リ
ー
社
の
集

出
荷
施
設
が
完
璧
だ
っ
た
。
施
設
に
入
る

に
は
、
ま
ず
白
衣

を
身
に
つ
け
、
手

を
洗
い
、
ブ
ロ
ワ

で
塵
を
払
う
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
。

施
設
内
も
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
地
上

高
４
・
５
m
に
設
置
し
て
い
る
。
埃
や
塵

を
混
入
さ
せ
な
い
た
め
の
措
置
だ
。
天
井

の
蛍
光
灯
も
、
万
が
一
破
損
し
た
場
合
に

破
片
が
混
入
し
な
い
よ
う
に
、
ガ
ラ
ス
部

分
を
ビ
ニ
ー
ル
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
も
の

を
使
う
よ
う
に
し
て
あ
る
。

農
場
か
ら
集
荷
場
へ
送
れ
ら
れ
て
き
た

青
果
物
は
、
残
留
農
薬
や
病
原
菌
の
検
査

の
た
め
に
ラ
ン
ダ
ム
サ
ン
プ
ル
し
て
、
ひ

と
つ
は
ザ
・
グ
リ
ナ
リ
ー
社
で
保
管
、
も

う
ひ
と
つ
は
提
携
し
て
い
る
分
析
会
社
へ

宅
配
便
で
送
り
、
24
時
間
以
内
に
結
果
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
報
告
さ
せ
て
い
る
。

も
し
サ
ン
プ
ル
の
中
か
ら
異
状
が
判
明

す
れ
ば
、
た
だ
ち
に
バ
ー
コ
ー
ド
を
使
っ

て
ト
レ
ー
ス
・
バ
ッ
ク
（
遡
っ
て
追
跡
）

し
、
当
該
品
を
出
荷
停
止
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

そ
の
ザ
・
グ
リ
ナ
リ
ー
社
の
輸
出
部
門

の
担
当
部
長
氏
が
来
日
し
た
際
、
築
地
市

場
の
中
に
あ
る
寿
司
屋
へ
案
内
が
て
ら
、

場
内
を
一
緒
に
歩
い
た
こ
と
が
あ
る
。

担
当
部
長
氏
が
目
を
丸
く
し
た
の
は
、

魚
介
類
を
入
れ
た
ト
ロ
箱
が
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
床
に
直
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
だ
。

同
社
の
衛
生
基
準
に
よ
れ
ば
、
商
品
の
入

っ
た
容
器
が
床
に
直
接
置
か
れ
る
の
は
想

像
も
で
き
な
い
光
景
だ
っ
た
の
だ
。

そ
う
い
え
ば
米
国
で
は
、
寿
司
を
握
る

板
前
に
手
術
の
時
に
使
う
手
袋
の
使
用
を

義
務
づ
け
て
い
る
。
何
も
こ
こ
ま
で
し
な

く
て
も
と
思
う
の
だ
が
、
と
か
く
欧
米
で

は
病
原
菌
の
方
が
、
農
薬
よ
り
真
剣
に
対

策
を
講
じ
て
い
る
と
思
わ
せ
る
に
十
分
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

筆
者
か
ら
こ
の
話
を
聞
い
た
、
岡
山
県

で
葉
ネ
ギ
を
栽
培
す
る
I
氏
は
、
さ
っ
そ

く
集
荷
施
設
内
で
の
菌
対
策
を
講
じ
た
。

ま
ず
集
荷
施
設
内
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液

を
設
置
。
圃
場
か
ら
収
穫
し
て
き
た
葉
ネ

ギ
を
調
製
す
る
作
業
前
に
は
、
作
業
台
を

ア
ル
コ
ー
ル
で
拭
き
、
作
業
員
に
は
薬
用

石
鹸
で
の
手
洗
い
励
行
を
義
務
付
け
た
。

大
分
県
で
オ
オ
バ
を
栽
培
す
る
農
家
U

氏
は
、
集
出
荷
施
設
の
入
り
口
に
エ
ア
ー

カ
ー
テ
ン
を
取
り
付
け
て
い
る
。
U
氏
は

こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
た
。

「
生
で
食
べ
る
こ
と
が
多
い
オ
オ
バ
を

〝
農
産
物
〞
と
い
う
感
覚
で
と
ら
え
て
は

ダ
メ
で
す
ね
。
あ
く
ま
で
〝
食
品
〞
と
い

う
感
覚
で
安
全
対
策
を
講
じ
な
い
と
ね
」

I
氏
や
U
氏
の
よ
う
な
意
識
を
全
国
の

農
業
者
は
ど
れ
だ
け
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。

20農業経営者 2004年 7月号

は
「
す
べ
て
平
年
並
み
」
だ
が
、
果
た
し
て
連
敗

を
阻
止
で
き
る
だ
ろ
う
か
？

ち
な
み
に
予
報
が
外
れ
る
原
因
に
つ
い
て
「
地

球
規
模
で
の
気
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
ま
だ
ほ
と

ん
ど
分
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
実
情
」
で
、

地
球
温
暖
化
や
、
冷
夏
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
る
エ

ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
や
猛
暑
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
る

ダ
イ
ポ
ー
ル
モ
ー
ド
現
象
な
ど
の
異
常
気
象
に
つ

い
て
、
地
球
規
模
の
変
動
現
象
の
解
明
と
予
測
は

緒
に
つ
い
た
ば
か
り
だ
と
い
う
。

い
ま
や
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
北
限
が
山
形
県
に
ま
で

到
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
の
影
響

ら
し
く
、
6
月
9
日
付
け
毎
日
新
聞
は
「
地
球
温

暖
化
が
進
む
と
2
0
6
0
年
に
は
、
リ
ン
ゴ
の
特

産
地
で
あ
る
青
森
、
長
野
県
や
、
ミ
カ
ン
特
産
地

の
静
岡
、
和
歌
山
県
が
、
い
ず
れ
も
栽
培
に
適
さ

な
く
な
る
」
と
い
う
、
農
業
・
生
物
系
特
定
産
業

技
術
研
究
機
構
（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）
の
杉
浦
俊

彦
研
究
員
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
研
究
レ
ポ
ー
ト
を

紹
介
し
て
い
る
。

リ
ン
ゴ
の
栽
培
に
最
適
の
地
域
は
現
在
、
年
平

均
気
温
が
7
〜
13
℃
の
北
関
東
か
ら
東
北
だ
が
、

年
平
均
気
温
が
60
年
に
4
〜
5
℃
上
が
っ
た
場

合
、
リ
ン
ゴ
を
特
産
品
と
し
て
栽
培
で
き
る
最
適

地
は
北
海
道
の
平
野
部
に
移
り
、
青
森
・
津
軽
平

野
や
長
野
盆
地
は
栽
培
の
最
適
地
で
は
な
く
な

る
。
年
平
均
気
温
が
15
〜
18
℃
の
ミ
カ
ン
栽
培
の

最
適
地
は
関
東
平
野
や
越
後
平
野
に
移
り
、
静
岡
、

和
歌
山
県
や
南
九
州
の
沿
岸
部
は
適
さ
な
く
な

る
。杉

浦
研
究
員
は
地
球
温
暖
化
に
歯
止
め
を
掛
け

る
の
が
不
可
欠
と
し
な
が
ら
も
、「
暖
か
く
て
も

着
色
さ
せ
る
技
術
の
研
究
や
、
耐
暖
性
品
種
の
選

別
な
ど
に
今
か
ら
取
り
組
む
べ
き
だ
」
と
話
し
て

い
る
。


